
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の実態   一人平均 R2→49.5H R3→39.47H 
   

項目 令和２年度 令和３年度 

月４５時間超教職員の割合 ５３，８％ ６３，０％ 

月８０時間超教職員の割合  ０，０％  ４，０％ 

年３６０時間超教職員の割合 ８８，５％ ９２，６％ 

２ 校内組織のビルド＆スクラップ 

 〇分掌や諸会議の統合や削減等の見直しを適宜図る 

 〇学期ごと、行事ごとのアンケートから組織の見直 

  しを適宜図る 

 

１ 週に１回「カエルｄａｙ」設定 

 〇カエルｄａｙは勤務時間終了１０分以内に退勤 

 〇個々の計画により設定が可能 

 〇個々の机上にカエルｄａｙマークを示す 

 

３ スーパースターの力からチーム力へ 

 〇分掌の負担が一人の肩にかからないよう、リーダ 

ーを中心にチームの力で負担を分散する 

 〇管理職の指導によりコーディネート力の育成を図 

  る 

６ 休暇をとりやすく帰りやすい雰囲気づくり 

 〇計画的な年休取得や早めの退勤など、管理職が率 

先垂範するとともに、時間外業務の対応をしない 

 〇教職員レクを実施し職員同士の相互理解を深める  

  ことで、休暇等の取得しやすさにつなげる 

５ 作るから工夫するへ 

 〇引継ぎデータの蓄積と活用 

 〇初めから作るのではなく今あるものを工夫して活 

用する 

  

方策１ 方策２ 方策３ 

方策４ 
教員の笑顔 ＝ 

子どもたちの笑顔 
方策５ 

方策６ 方策７ 方策８ 

「業務改善スタンダード」のねらい ～教員の笑顔＝子どもたちの笑顔 ～ 

 学校における働き方改革は何か。文部科学省は、「学校における働き方改革の目的は、教師のこれまでの働き方を見直

し、自らの授業を磨くとともに日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、子供たち

に対して効果的な教育活動を行うことができるようになること」と述べています。 

 埼玉県教育委員会では、令和３年６月の調査から「埼玉県業務改善スタンダード」を作成し、学校における働き方改革

をすべての教職員が実感するために推奨する取組をまとめました。 

本校における働き方改革の推進は「教員の笑顔＝子どもたちの笑顔」を目的とし、教職員一人一人が心身ともに健康で

あれば笑顔が増え、それが生徒たちの笑顔につながると考え、芝中学校業務改善スタンダードを作成しました。  

７ 部活動改革ミニ 

 〇部活動を統廃合するなど、一部活を複数顧問で対 

応することで休日の部活動対応を緩和する 

  →部活動の全員加入、外部委託の検討を実施 

 

８ 毎月の在校時間目標値設定 

 〇目標値を設定することで更なる意識化を図る 

 〇かえるＤＡＹマークの裏面に記載する 

  

 

４ 諸会議時間の短縮 

 〇ゼロベースの会議の禁止 

  →ある程度の方向性をもった会議へ 

 〇会議初めに終了時間を設定し、参加者が終了時間 

を意識して会議に臨む 

芝中学校 業務改善スタンダード 
                                   令和４年４月 

目標  時間外在校等時間を 

月４５時間・年３６０時間超ゼロへ 
※月４５時間、年３６０時間は令和２年１月に文部科学省が示した「指針」で規定された上限時間のこと 

『教員の笑顔 ＝ 子どもたちの笑顔』 
先生方が心身ともに健康であれば自然と笑顔が増えます。そして

先生方のその笑顔は必ず子どもを笑顔にします。まずは先生方が笑

顔になるために働き方を改革し、先生方の笑顔溢れる職場環境を作

っていきましょう！ 

 

 


